
電気用品安全法の解釈 － 対象非対象関係

平成２４年１２月１４日 製品安全課

商品名等

（電気用品名等）

電動トレーニング機器（その２）

１ 当該商品等の概要

○用途、機能、性能

ディスプレイが内蔵されたコントロールユニットにより操作するラ

ンニングマシン、バイク等の電動トレーニング機器。

このユニットにはUSB、LANの端子があり、個人データー（記録、結果）を外部

に出力する機能を有している。

又、トレーニング中に、一般テレビジョン放送を視聴したり、携帯音楽プレ

ーヤーを接続し音楽を聞く事ができる機能を有している。

○構造、仕様、意匠

・コントロールユニットとトレーニング機器は一体のものであり、トレーニ

ング機器の電源をONする事でコントロール部（モニター画面、CPU、周辺）、

ドライバーボード部（各種電源供給、駆動系）に電源が供給され、機器全体

が起動する。

・コントロールユニットによりトレーニングプログラムの設定を行い、又、

常時、トレーニング中の状況、結果をディスプレイで確認する事ができる。

・電源 ON 時、ディスプレイはマシン設定用画面になっている。USB、LAN、テレ

ビション放送の視聴、iPod 接続といった機能を利用するには、設定画面から

その機能を選択しなければ機能しない。

○主な使用者、販売先

フィットネスジム、スポーツクラブ等

２ 対象・非対象の解釈

電気用品安全法上は、非対象として取り扱う。

（理由）

本装置の主機能はトレーニングにある。それ以外の機能は、運動機器の付加機

能と捉えることが相当であり、総体を非対象として取り扱うことが妥当と判断す

る。


